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IC―VCM の CCP 案に対して賛否両論が示される 

IC―VCM が示した CCP 案について Verra とゴールドス

タンダード、相反する見解を示す 

ボランタリークレジット取引市場の信頼性確保のために取り組む IC-VCM が

7 月末に発表した、Core Carbon Principle 案について、主要な民間クレジット

発行機関、Verra とゴールドスタンダードが、それぞれ見解を示したが、まっ

たく対照的な評価となった。 

9 月 21 日に、Verra は、IC-VCM が策定した CCPs 及び AF の草案に対す

る声明を発表し、発表された草案は地域性を考慮していない画一的なアプロ

ーチであり、また、CCPs の要件もあまりに規範的で実行不可能であると指摘

した。その上で、これらの草案の内容は、ボランタリークレジットの市場の拡大

を妨げるものとして批判し、軌道修正が必要であると述べた 1。 

一方のゴールドスタンダードは，9 月 27 日に発表した声明において、IC-

VCM が策定した CCPs 及び AF の草案に対し、高い基準を確保するために

重要なものとして歓迎した 2。同ガイドラインを非難した Verra と対照的な反応

となった。肯定的な評価を示したものの、なお改善が必要な点があるとして、

既存の優れたプロジェクトを IC-VCM ラベルから除外しないような柔軟性が

必要とした。また、IC-VCM もパリ協定 6 条の規則に基づき、6.2 条に基づい

て認可されたクレジットは発行時にデフォルトで 5%を取り消すべきとした。 

このような相反する見解がある中で、CCP案がどのような形で最終化されるの

か注目されるところである。 

 
1 Verra の声明は以下の URL 参照。 

https://verra.org/icvcm-process-needs-course-correction/ 

2ゴールドスタンダードの声明は以下の URL 参照 

 https://www.goldstandard.org/blog-item/response-gold-standard-foundation-integrity-
council-voluntary-carbon-market%E2%80%99s-consultation 
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